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(57)【要約】
【課題】複数の室外空気熱交換手段を有するヒートポン
プユニットであって，常に電装部の高い冷却効果を得る
ことのできるヒートポンプユニット及びこれを備えたヒ
ートポンプ式給湯機を提供すること。
【解決手段】送風ファン１５によって送風される室外空
気とヒートポンプサイクルに循環される冷媒との間で熱
交換を行うことにより冷媒を加熱する上下に並設された
熱交換部１４１，１４２のうち，ヒートポンプサイクル
が稼働されるときに常に冷媒が循環される熱交換部１４
１の風下側に，当該ヒートポンプユニットを制御するた
めの制御回路５０のヒートシンク５１が配置されている
。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送風ファンによって送風される室外空気とヒートポンプサイクルに循環される冷媒との
間で熱交換を行うことにより冷媒を加熱する上下又は左右に並設された複数の室外空気熱
交換手段を備え，
　前記複数の室外空気熱交換手段が，前記ヒートポンプサイクルが稼働されるときに常に
冷媒が循環される第一の室外空気熱交換手段と，冷媒の循環流量を切り換えるための第一
の循環流量切換手段が設けられた第二の室外空気熱交換手段とを含んでなるヒートポンプ
ユニットであって，
　当該ヒートポンプユニットを制御するための電子部品が搭載された電装部を備え，
　前記電装部の一部又は全部が，前記第一の室外空気熱交換手段の風下側に配置されてな
ることを特徴とするヒートポンプユニット。
【請求項２】
　前記電装部の一部が，該電装部に搭載された電子部品を放熱させるために設けられたヒ
ートシンクである請求項１に記載のヒートポンプユニット。
【請求項３】
　前記複数の室外空気熱交換手段が，
　並設された複数の伝熱板と，該伝熱板における複数の領域ごとに貫装された複数の配管
経路とを有する一つの熱交換器に形成された複数の熱交換部である請求項１又は２のいず
れかに記載のヒートポンプユニット。
【請求項４】
　前記第一の室外空気熱交換手段に，冷媒の循環流量を切り換えるための第二の循環流量
切換手段が設けられてなり，
　前記第一の循環流量切換手段及び前記第二の循環流量切換手段を制御することにより，
前記複数の室外空気熱交換手段から流出する冷媒圧力を制御する冷媒圧力制御手段を更に
備え，
　前記冷媒圧力制御手段が，前記冷媒圧力を低下させる際，前記第一の循環流量切換手段
の制御により前記第二の室外空気熱交換手段の冷媒の循環流量が０近傍に達した後，更に
前記冷媒圧力を低下させる場合に，前記第二の循環流量切換手段を前記第一の室外空気熱
交換手段の冷媒の循環流量が０に達しない範囲で制御するものである請求項１～３のいず
れかに記載のヒートポンプユニット。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載のヒートポンプユニットを備えてなるヒートポンプ式給
湯機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，送風ファンによって送風される室外空気とヒートポンプサイクルに循環され
る冷媒との間で熱交換を行う室外空気熱交換器を少なくとも有するヒートポンプユニット
に関し，特に，当該ヒートポンプユニットを制御するための電装部を効果的に冷却するこ
とのできるヒートポンプユニット及びこれを備えたヒートポンプ式給湯機に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　例えば，特許文献１には，送風ファンによって送風される室外空気とヒートポンプサイ
クルに循環される冷媒との間で熱交換を行う室外空気熱交換器を有する空気調和機の室外
機（ヒートポンプユニットに相当）が開示されている。特許文献１に開示された室外機で
は，送風ファンの送風によって電装部のヒートシンクを効率よく冷却する構成が採用され
ている。
　一方，例えば特許文献２に開示されたヒートポンプ式給湯機は，二つの室外空気熱交換
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器を有しており，二つの室外空気熱交換器の一方又は両方に冷媒を循環させることにより
冷媒の加熱量を調整している。ここで，このように構成されたヒートポンプ式給湯機でも
，前記特許文献１に開示された空気調和機と同様に，送風ファンの送風によって電装部の
ヒートシンクを効果的に冷却する構成が望ましい。このとき，ヒートポンプ式給湯機では
，室外空気熱交換器が冷媒の加熱にのみ用いられるため，室外空気熱交換器の風下側にお
ける室外空気は，冷媒との熱交換によって冷却されたものである。したがって，電装部の
ヒートシンクを，室外空気熱交換器の風下側に配置しておけば，該室外空気熱交換器にお
いて冷媒との熱交換によって冷却された後の冷たい空気によって，ヒートシンクをより効
果的に冷却することができる。
【特許文献１】特開２０００－１６１７１６号公報
【特許文献２】特開２００６－１７３７７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら，特許文献２に開示されたヒートポンプ式給湯機では，二つの室外空気熱
交換器のいずれか一方だけに冷媒が循環され，他方には冷媒が循環されない状況が生じる
。そのため，ヒートシンクを，冷媒が循環されないおそれのある室外空気熱交換器の風下
側に配置すると，該室外空気熱交換器に冷媒が循環されない場合には，ヒートシンクの高
い冷却効果を得ることができないという問題がある。
　したがって，本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり，その目的とするところは
，複数の室外空気熱交換手段を有するヒートポンプユニットであって，常に電装部の高い
冷却効果を得ることのできるヒートポンプユニット及びこれを備えたヒートポンプ式給湯
機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記目的を達成するために本発明は，送風ファンによって送風される室外空気とヒート
ポンプサイクルに循環される冷媒との間で熱交換を行うことにより冷媒を加熱する上下又
は左右に並設された複数の室外空気熱交換手段を備えてなり，前記複数の室外空気熱交換
手段が，前記ヒートポンプサイクルが稼働されるときに常に冷媒が循環される第一の室外
空気熱交換手段と，冷媒の循環流量を切り換えるための第一の循環流量切換手段が設けら
れた第二の室外空気熱交換手段とを含んでなるヒートポンプユニットであって，当該ヒー
トポンプユニットを制御するための電装部の一部又は全部が，前記第一の室外空気熱交換
手段の風下側に配置されてなることを特徴とするヒートポンプユニットとして構成される
。
　このように構成されたヒートポンプユニットでは，前記送風ファンによって送風されて
前記第一の室外空気熱交換手段における冷媒との間の熱交換によって冷却された後の室外
空気が，前記電装部の一部又は全部に触れることになるため，前記ヒートポンプサイクル
が稼働されるときには，常に，前記電装部の一部又は全部を効果的に冷却することができ
る。
　具体的に，前記電装部の一部は，該電装部に搭載された電子部品を放熱させるために設
けられたヒートシンクであることが考えられる。これにより，前記ヒートシンクを効率よ
く冷却して前記電子部品の過熱を防止することができる。
　ところで，前記複数の室外空気熱交換手段は，並設された複数の伝熱板における複数の
領域ごとに貫装された複数の配管経路によって形成されたものであることが考えられる。
【０００５】
　一方，本発明は，前記第一の室外空気熱交換手段に，冷媒の循環流量を切り換えるため
の第二の循環流量切換手段が設けられてなり，前記第一の循環流量切換手段及び前記第二
の循環流量切換手段を制御することにより，前記複数の室外空気熱交換手段から流出する
冷媒圧力を制御する構成においても適用可能である。但し，この場合には，前記冷媒圧力
を低下させる際，前記第一の循環流量切換手段の制御により前記第二の室外空気熱交換手
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段の冷媒の循環流量が０近傍に達した後，更に前記冷媒圧力を低下させる場合に，前記第
二の循環流量切換手段を前記第一の室外空気熱交換手段の冷媒の循環流量が０に達しない
範囲で制御する必要がある。
　このような構成でも同様に，前記ヒートポンプサイクルが稼動されている間は，前記第
一の室外空気熱交換手段に常に冷媒が循環されるため，前記電装部の一部又は全部を効果
的に冷却することができる。
　また，本発明は，前記ヒートポンプユニットを備えてなるヒートポンプ式給湯機の発明
として捉えてもよい。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば，前記送風ファンによって送風されて前記第一の室外空気熱交換手段に
おける冷媒との間の熱交換によって冷却された後の室外空気が，前記電装部の一部（ヒー
トシンクなど）又は全部に触れることになるため，前記ヒートポンプサイクルが稼働され
るときには，常に，前記電装部の一部又は全部を効果的に冷却することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下添付図面を参照しながら，本発明の実施の形態について説明し，本発明の理解に供
する。尚，以下の実施の形態は，本発明を具体化した一例であって，本発明の技術的範囲
を限定する性格のものではない。
　ここに，図１は本発明の実施の形態に係るヒートポンプ式給湯機Ｘの概略構成を示すブ
ロック図，図２は本発明の実施の形態に係るヒートポンプ式給湯機Ｘに設けられた室外空
気熱交換器１４の概略構成図，図３は本発明の実施の形態に係るヒートポンプユニット１
の内部構成を示す模式図である。
　まず，図１を用いて，本発明の実施の形態に係るヒートポンプ式給湯機Ｘの概略構成に
ついて説明する。なお，ヒートポンプ式給湯機Ｘは，以下で説明する構成要素の他に，一
般的なヒートポンプ式給湯機が備える構成要素を備えているが，ここでは説明を省略する
。
　図１に示すように，ヒートポンプ式給湯機Ｘは，大別すると，ヒートポンプユニット１
及び貯湯タンクユニット２を備えている。ヒートポンプユニット１に設けられた水熱交換
器１２と，貯湯タンクユニット２に設けられた貯湯タンク２１とは，水が流通される水配
管３によって接続されている。また，貯湯タンクユニット２には，前記水配管３に水を循
環させるための循環ポンプ２２が設けられている。
　ヒートポンプユニット１は，圧縮機１１，水熱交換器１２，膨張弁１３及び室外空気熱
交換器１４が順に接続されたヒートポンプサイクル（冷凍サイクル）１０や，室外空気熱
交換器１４に室外空気を送風する送風ファン１５，当該ヒートポンプユニット１を統括的
に制御する制御回路５０，後述する電磁制御弁６１，温度センサ６２及び温度センサ６３
などを備えている。なお，制御回路５０は，ＣＰＵやＲＡＭ，ＲＯＭなどの制御機器を有
してなり，該ＲＯＭに記憶された制御プログラムにしたがって処理を実行するものである
。
　ヒートポンプサイクル１０では，圧縮機１１において圧縮して吐出された高温高圧の冷
媒（ＣＯ2冷媒やＲ４１０冷媒など）が，水熱交換器１２において水配管３内を流れる水
と熱交換されて冷却された後，膨張弁１３において膨張する。その後，膨張弁１３で膨張
した低温低圧の冷媒は，室外空気熱交換器１４において送風ファン１５で送風される室外
空気と熱交換されて吸熱し気化した後，再度圧縮機１１に流入する。
【０００８】
　ヒートポンプ式給湯機Ｘでは，水熱交換器１２において，ヒートポンプサイクル１０に
循環される冷媒と水配管３に循環される水との間で熱交換が行われることにより水が加熱
され，貯湯タンク２１に温水が貯湯される。なお，貯湯タンク２１に貯湯された温水は不
図示の給湯口から給湯される。
　本実施の形態では，貯湯タンク２１に温水を貯湯する貯湯式のヒートポンプ式給湯機に
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ついて説明するが，本発明は，水熱交換器１２で加熱された温水を直接給湯する所謂直湯
式のヒートポンプ式給湯機についても同様に適用可能である。また，ヒートポンプユニッ
ト１は，ヒートポンプ式給湯機に限られず，例えば空気調和機などに用いられるものであ
ってもかまわない。
【０００９】
　室外空気熱交換器１４は，二つの熱交換部１４１（第一の室外空気熱交換手段の一例）
及び熱交換部１４２（第二の室外空気熱交換手段の一例）を有している。
　ヒートポンプサイクル１０上において膨張弁１３から室外空気熱交換器１４に流れる冷
媒は，該室外空気熱交換器１４において二つの熱交換部１４１，１４２に分流される。そ
して，熱交換部１４１，１４２では，冷媒と室外空気との間の熱交換によって該冷媒が加
熱される。
　具体的に，室外空気熱交換器１４は，図２に示すように，並設された複数の伝熱板（フ
ィン）１４ａと，該伝熱板１４ａにおける上下二つの領域ごとに貫装された２系統の冷媒
配管１４ｂ，１４ｃ（配管経路の一例）とを有している。これにより，室外空気熱交換器
１４には，伝熱板１４ａの上部領域及び冷媒配管１４ｂによって熱交換部１４１が形成さ
れ，伝熱板１４ａの下部領域及び冷媒配管１４ｃによって熱交換部１４２が形成されてい
る。即ち，室外空気熱交換器１４では，熱交換部１４１，１４２が上下に並設されている
。なお，熱交換部１４１及び熱交換部１４２は，個別の熱交換器として上下又は左右に並
設されたものであってもかまわない。
【００１０】
　ところで，室外空気熱交換器１４には，熱交換部１４２への冷媒流入口に電磁制御弁６
１（第一の循環流量切換手段の一例）が設けられている。そして，ヒートポンプユニット
１では，制御回路５０によって電磁制御弁６１の開度が制御されることにより，熱交換部
１４２への冷媒の循環の有無が切り換えられ，室外空気熱交換器１４における熱交換効率
が変更される。即ち，ヒートポンプユニット１では，電磁制御弁６１の開度によって室外
空気熱交換器１４から流出する冷媒圧力が制御される。したがって，ヒートポンプユニッ
ト１では，ヒートポンプサイクル１０が稼動される際，熱交換部１４１には常に冷媒が循
環されるが，熱交換部１４２には冷媒が循環されない場合がある。なお，ここでは，電磁
制御弁６１として，冷媒の循環流量を有無の２段階に切り換えるものを用いた場合を説明
するが，開度を多段階に切り換えることで冷媒の循環流量を多段階に調整できるもの（例
えば電磁膨張弁）を用いても良い。この場合、冷媒の循環流量を完全にゼロとすることや
，微量を流すことなど，任意に循環流量を調整することが可能である。したがって，より
細やかな冷媒流量の調整を行うことで，前記圧縮機１１における圧縮比の調整をより細や
かに行うことができる。
　より具体的に，ヒートポンプユニット１では，制御回路５０は，圧縮機１１の圧縮比が
所定値以上に維持されるように，電磁制御弁６１の開度を制御して室外空気熱交換器１４
における熱交換効率を調整する。これにより，室外空気熱交換器１４で蒸発する冷媒の温
度が高くなりすぎて，該圧縮機１１における圧縮比が所定値よりも低くなり，該圧縮機１
１が稼動不能状態になることを防止することができる。
【００１１】
　例えば，室外温度が上昇すれば，室外空気熱交換器１４における冷媒の蒸発温度が高く
なることにより，圧縮機１１における圧縮比が低くなりすぎて，該圧縮機１１が正常稼動
不能状態（転覆）になるおそれがある。
　そこで，制御回路５０は，温度センサ６２や温度センサ６３による検出温度に基づいて
，圧縮機１１の圧縮比が所定値以上となるように電磁制御弁６１を開閉する。
　ここに，温度センサ６２，６３は，温度を検出するサーミスタ等の温度検出手段であっ
て，該温度センサ６２は室外空気熱交換器１４の熱交換部１４１内に流れる冷媒の温度（
蒸発温度），温度センサ６３は室外空気の温度を検出するものである。そして，温度セン
サ６２，６３各々で検出された温度は制御回路５０に入力される。なお，温度センサ６２
の設置位置は，室外空気熱交換器１４における熱交換部１４１の略中央部であることが考
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えられる。
　即ち，ヒートポンプユニット１では，室外空気の温度や冷媒の温度に基づいて室外空気
熱交換器１４の熱交換能力を調整することにより，圧縮機１１の圧縮比が所定値以上に維
持され，該圧縮機１１の動作不能状態などが防止される。なお，制御回路５０は，温度セ
ンサ６２及び温度センサ６３のいずれか一方または両方の検出温度に基づいて行うもので
あればよい。したがって，温度センサ６２，６３のいずれか一方だけを有する構成であっ
てもよい。
【００１２】
　次に，図３を用いて，ヒートポンプユニット１の内部構成について説明する。なお，図
３では，ヒートポンプユニット１の筐体の表示を省略している。
　図３に示すように，ヒートポンプユニット１には，圧縮機１１，水熱交換器１２，膨張
弁１３，室外空気熱交換器１４，送風ファン１５，制御回路５０（電装部の一例）等が内
蔵されている。なお，ヒートポンプユニット１内は，遮蔽板１ａ，１ｂによって複数の空
間に仕切られている。
　制御回路５０には，当該ヒートポンプユニット１を制御するための各種の電子部品が搭
載されており，その中でも特に高温まで発熱する電子部品には，該電子部品を放熱させる
（冷却を促す）ためのヒートシンク５１が設けられている。
　本発明の実施の形態に係るヒートポンプユニット１では，少なくとも制御回路５０の一
部であるヒートシンク５１が，送風ファン１５により送風される室外空気の室外空気熱交
換器１４の熱交換部１４１よりも風下側に位置するように，制御回路５０が該ヒートポン
プユニット１の上部に配置されている。これにより，ヒートポンプサイクル１０が稼動さ
れる際には，送風ファン１５によって送風されて，室外空気熱交換機１４の熱交換部１４
１における冷媒との熱交換によって冷却された後の室外空気が，少なくとも制御回路５０
のヒートシンク５１に触れることになる。
　このように，ヒートポンプユニット１では，制御回路５０のヒートシンク５１が，温度
センサ６２や温度センサ６３によって検出される室外空気の温度や冷媒の温度によって冷
媒の循環の有無が切り換えられる熱交換部１４２ではなく，常に冷媒が循環される熱交換
部１４１の風下側に配置されているため，ヒートポンプサイクル１０が稼動される際には
，常に，制御回路５０のヒートシンク５１の高い冷却効果を得ることができ，制御回路５
０の過熱を防止することができる。
【００１３】
　なお，ここでは，少なくともヒートシンク５１が熱交換部１４１の風下側に位置するこ
とを例に挙げて説明したが，もちろん，制御回路５０のその他の部位や，制御回路５０全
体が熱交換部１４１の風下側に位置するように構成することも他の実施例として考えられ
る。例えば，制御回路５０内を冷却する冷却ファンなどが設けられている場合には，その
冷却ファンの吸気口が熱交換部１４１の風下側に位置するように構成することが考えられ
る。
　また，室外空気熱交換器１４は，二つの熱交換部１４１，１４２を有するものであった
が，さらに多くの熱交換部を有するものであってもよい。この場合には，その複数の熱交
換部のうち，ヒートポンプサイクル１０が稼動される際に常に冷媒が循環される熱交換部
（第一の室外空気熱交換手段に相当）の風下側に制御回路５０の一部又は全部を配置すれ
ばよい。
【実施例】
【００１４】
　ところで，前記実施の形態では，熱交換部１４２だけに冷媒の循環流量を切り換えるた
めの第一の循環流量切換手段（電磁制御弁６１）が設けられていた。
　一方，熱交換部１４１にも，冷媒の循環流量を切り換えるための第二の循環流量切換手
段（電磁制御弁や電磁膨張弁など）を設けておくことが他の実施例として考えられる。
　このように熱交換部１４１に前記第二の循環流量切換手段が設けられている構成では，
制御回路５０は，前記第一の循環流量切換手段及び前記第二の循環流量切換手段を制御す
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１及び熱交換部１４２から流出する冷媒圧力，即ち，圧縮機１１の圧縮比をより細やかに
調整することができる。ここに，かかる調整処理を実行するときの制御回路５０が冷媒圧
力制御手段に相当する。
　但し，このとき，前記第二の循環流量切換手段を制御することにより，熱交換部１４１
の冷媒の循環流量が減少し，或いは０に達すると，制御回路５０の冷却効果が低下するこ
とになる。
　そこで，前記第一の循環流量切換手段及び前記第二の循環流量切換手段を有する構成で
は，制御回路５０は，前記圧縮機１１の吸入側の冷媒圧力を低下させる際，前記第一の循
環流量切換手段の制御により熱交換部１４２の冷媒の循環流量が０近傍（０又は微量）に
達した後，更に前記冷媒圧力を低下させる場合に，前記第二の循環流量切換手段を熱交換
部１４１の冷媒の循環流量が０に達しない範囲で制御するものであることが望ましい。こ
のように，前記第二の循環流量切換手段よりも前記第一の循環流量切換手段を優先的に制
御することにより，前記第二の循環流量切換手段により制御される熱交換部１４１の冷媒
の循環流量をできるだけ減少させることなく，前記冷媒圧力を調整することができる。し
たがって，圧縮機１１の圧縮比の調整を細やかに行うと共に，制御回路５０の極力高い冷
却効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施の形態に係るヒートポンプ式給湯機の概略構成を示すブロック図。
【図２】本発明の実施の形態に係るヒートポンプ式給湯機に設けられた室外空気熱交換器
の概略構成図。
【図３】本発明の実施の形態に係るヒートポンプユニットの内部構成を示す模式図。
【符号の説明】
【００１６】
１…ヒートポンプユニット
２…貯湯タンクユニット
３…水配管
１０…ヒートポンプサイクル
１１…圧縮機
１２…水熱交換器
１３…膨張弁
１４…室外空気熱交換器
１４１…熱交換部（第一の室外空気熱交換手段の一例）
１４２…熱交換部（第二の室外空気熱交換手段の一例）
１４ａ…伝熱板
１４ｂ，１４ｃ…冷媒配管（配管経路の一例）
５０…制御回路（電装部の一例）
５１…ヒートシンク（電装部の一部の一例）
６１…電磁制御弁（第一の循環流量切換手段の一例）
６２，６３…温度センサ
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